
第２回 千葉県 道路の被災車両に対する円滑な対応に関する 

プロジェクト会議 

 

日  時：令和８年８月２１日（金） １６：００～ 

開催方法：ＷＥＢ会議 

 

次 第 

１ 開会 

２ 議事 （１）道路の被災車両の状況（国、県、千葉市） 

（２）その他情報提供 

（３）意見交換 

３ 閉会 

  



千葉県 道路の被災車両に対する円滑な対応に関する 

プロジェクトチーム構成員 

 

・関東地方整備局 道路部 道路防災調整官 

・国土交通省関東地方整備局 千葉国道事務所 副所長 

・国土交通省関東地方整備局 首都国道事務所 副所長 

・千葉県 県土整備部 道路環境課長 

・千葉県 県土整備部 災害対策担当課長 

・千葉市 建設局 土木部 土木管理課長 

・国土交通省関東運輸局 総務部 安全防災・危機管理課長 

・千葉県警察本部 交通部 交通規制課長 

・千葉県レッカー事業協同組合 理事長 

 



千葉県内の被災車両台数
（令和８年８月２１日９時時点）

道路管理者 台数 道路管理者 台数 道路管理者 台数

国 0台 八千代市 5台 四街道市 20台

県 0台 習志野市 2台 八街市 2台

千葉市 0台 市川市 7台 印西市 1台
※千葉市は幹線道路に限った台数

船橋市 10台 白井市 4台

松戸市 4台 酒々井町 0台

鎌ケ谷市 6台 東金市 0台

柏市 7台 大網白里市 1台

我孫子市 1台 茂原市 0台

佐倉市 40台 市原市 13台

合　計

国・県・千葉市 千葉市を除く市町村

123台



撮影日： 月 日 撮影日： 月 日

被災車両撤去状況

撮影日： 月 日撮影日： 月 日



千葉県内の被災車両台数
（令和８年８月２１日９時時点）

完了

完了

完了

完了

完了

完了

道路管理者 台数 道路管理者 台数 道路管理者 台数

国 0台 八千代市 5台 四街道市 20台

県 0台 習志野市 2台 八街市 2台

千葉市 0台 市川市 7台 印西市 1台
※千葉市は幹線道路に限った台数

船橋市 10台 白井市 4台

松戸市 4台 酒々井町 0台

鎌ケ谷市 6台 東金市 0台

柏市 7台 大網白里市 1台

我孫子市 1台 茂原市 0台

佐倉市 40台 市原市 13台

合　計

国・県・千葉市 千葉市を除く市町村

123台



○8月19日～20日に、管内の被災車両移動（24台）を実施。

千葉国道事務所管内の路上被災車両はすべて移動完了。

なお、移動車両は国有地に保管。

令和8年8月千葉豪雨に伴う被災車両への対応（千葉国道事務所）

直轄国道における被災車両の移動状況について



道路上の被災車両の対応について

ＳＴＥＰ１ 道路啓開
（８／１４～１６）

車両移動用ドーリーによる路肩への移動

ＳＴＥＰ３ 車両撤去
（８／１７～）

保管場へのレッカー移動

ＳＴＥＰ４ 保管
（８／１７～）

撤去車両の保管

ＳＴＥＰ２ 追突防止
（８／１５～１６）

安全テープの貼り付け

※ 幹線道路 ８／１９完了



国土交通省
関東地方整備局 道路部自治体支援

○令和８年８月千葉豪雨において、自治体からの要請を受け、レッカー車派遣（延べ８６台）及び車両移動用ドーリー

貸与（７組）により被災自治体の復旧活動を支援。

○被災車両仮置き場の確保やTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を派遣し、市道における、車両移動用ドーリーを活用

した被災車両の移動及びカラーコーン等の設置による安全確保を実施

貸与した車両移動用ドーリーを活用した
被災車両の移動（千葉市）

■支援概要（8/21現在）

〇レッカー車の派遣
・延べ８６台派遣（最大１７台/日）
・支援先：千葉県及び

千葉市､八千代市､松戸市､鎌ケ谷市､柏市､大網白里市
○車両移動用ドーリーの貸与

・７組（千葉市 ５組、大網白里市 ２組）
○TEC-FORCE応急対策班（道路啓開）

・隊員：７名
・応急対応１２台（うち８台を車両移動用ドーリーにより移動）
・生活道路における被災車両の状況調査（千葉市中央区・美浜区）

TEC-FORCEによる応急対応
（左：カラーコーン等の設置による安全確保、右：車両移動用ドーリーを活用した被災車両の移動

派遣したレッカー車による被災車両の移動（八千代市)



被災車両 仮置き場候補場所

①関東技術事務所
受入最大可能台数：約２０台

②船橋防災センター
受入最大可能台数：約６０台

③国道２９８号
受入最大可能台数：約８０台

④国道２９８号
受入最大可能台数：約２０台

（フェンス撤去必要）

⑤国道２９８号
受入最大可能台数：約２０台

（フェンス撤去必要）

⑥国道２９８号
受入最大可能台数：約１５台

⑦国道２９８号
受入最大可能台数：約１５台

⑧国道２９８号
受入最大可能台数：約５０台

（ ）：受入に伴う留意事項

関東地方整備局 ８/１９時点
合計 ２８０台
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